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23年度
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51,768 53,769 55,566 57,568
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12.0

区民の３割以上の図書館利用を
めざす。

区民の３割以上の図書館利用を
めざす。

子ども読書活動の事業を展開
し、7割近い登録をめざす。

図書資料の充実を図り、区民一
人当り蔵書0.3冊増をめざす。
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推進 推進

22年度21年度

50.7 52.3 51.9 55.0

4.0

前年度設定 今年度設定

　図書館は、区民の生涯学習活動の拠点として最も身近な存在であり、自
立した区民の成長と地域の活性化の礎となる公共施設であることから、当
該施策の優先度は高いと考える。
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区民一人当り蔵書冊数（冊）
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《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

○荒川二丁目の複合施設内に設置予定の新図書館において、大規模な蔵書群やくつろぎの空間、
絵本館・子ども図書館などの整備に向けた検討をすすめる。
○地域館の建て替えや大規模改修工事を計画的に実施し、新たな図書館サービスの提供について
も積極的に検討する。
○区民の身近な場所で図書館サービスを提供していくため、図書サービスステーションの設置に
ついて引き続き検討する。
○子ども読書活動を推進するため、指導室と連携した「あらかわ子ども読書フェスティバル」や
保健所と連携したブックスタート事業のほか、学校図書館やひろば館・ふれあい館などとの連携
を図りながら、読書機会の創出に取り組んでいく。

施策の分類
分類についての説明・意見等

　利用者の多種多様なニーズに応え、子どもから大人までの読書を推進し、区民の身近な場所に
おける図書館サービスを提供するとともに、図書館の３要素である資料・情報、建物等環境、人
的サービスの面から図書館サービスの充実を図る。

○区立図書館全体の役割として、ゆったりとした読書環境や問題解決支援型サービスを支えるた
めの資料・サービス・施設面の充実が求められている。
○地域館の老朽化やバリアフリー対策、使いやすさ・快適さの向上策に関して、計画的に対応を
図る必要がある。
○近くに図書館が無い地域へのサービスの充実が求められている。
○子どもたちの読書離れが懸念されているため、「子ども読書活動推進計画（第二次）」に基づ
き、関係部署との連携をさらに推進していく必要がある。

施策の成果とする指標名
指標の推移

目標値
(28年度)

35.0%

区民一人当り総個人貸出点数
（点）

サービスの充実により区民一人
当り年間12点をめざす。

20年度

入館者数（人）

内線
教育委員会　南千住図書館
東山　忠史 436

施策名
部課名
課長名

施策No図書館サービスの充実 04-13

行政評価
事業体系

分野 子育て教育都市[Ⅱ]

政策 心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]

1,211,614 1,256,398 1,341,224

区立図書館における区内小学
生の利用者登録率(%)

69.2 67.8 67.4

1,391,000 1,400,000
サービスの充実により入館者数
増をめざす。

70.0 79.0
子ども読書活動の事業を展開
し、8割近い登録をめざす。
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合　計

12-07-09 5,999 14,773

12-07-11 31,931 38,410

12-07-12 ‐ ‐

12-07-10 7,161 48,489 継続

12-07-07 16,458 14,733 推進

12-07-08 213,967 216,181 継続

4,307 3,898
重点的
に推進

継続

2,389 2,331 推進

12-07-05 51,768 45,468 継続

9,652 8,443 継続 推進

12-07-02 72,549 73,048 推進

前年度
設　定

施策推進のため
の分類

子どもの読書離れの改善、国語
力や読書力の向上のために、き
わめて優先度の高い事業であ
る。

障がい者サービスを充実させる
ため、優先度の高い事業であ
る。

利用者の利便性向上を図り、先
進的なITサービスを提供するた
め、継続して実施する。

分類についての説明・意見等

図書館の管理運営にかかる事業
であり、継続して実施する。

21年度

視聴覚サービス

事務事業
No

新図書館整備事業費

図書館施設の改修

図書館施設の修繕

図書サービスステーショ
ン

読書環境の整備

施策を構成する事務事業の分類

図書資料の購入

図書館施設の管理

図書館非常勤職員

図書館の運営

事務事業名
決算額（千円）

障がい者サービス

子ども読書活動推進計画
事業

図書館オンラインシステ
ム

12-07-03

12-07-04

12-07-06

12-07-01 54,714 56,560 推進

22年度

12-07-13 ‐ ‐ -

推進

推進

継続

継続

継続

重点的
に推進

継続

-
重点的
に推進

図書館の管理運営にかかる事業
であり、継続して実施する。

図書館サービスを支える非常勤
職員の役割は重要であるため、
必要性が高い。

推進

施設の老朽化が進み、施設の維
持が必要なため、必要性が高
い。

施設の老朽化が進み、施設の維
持が必要なため、必要性が高
い。

継続

470,895 522,334

読書環境の充実はサービス向上
に必要不可欠な要素であるが、
費用対効果や社会情勢を踏ま
え、必要な範囲で取り組みを進
める。

推進

継続

区民の身近な場所で図書館サー
ビスを提供するため、優先度の
高い事業である。

区民の生涯学習活動の拠点であ
る図書館の環境整備を図るた
め、きわめて優先度の高い事業
である。

図書館サービスの基盤である資
料の充実を図るため、優先度の
高い事業である。

継続

今年度
設　定


